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■ 麻生商店街は市電、地下鉄と 
ともに発展 

 昭和３８年に麻生町まで市電が延長され、その

後、地下鉄が繋がり、大型店の出店などもあって、

昭和４８年に麻生商店街振興組合が設立された。 

 地下鉄、バス、ＪＲと交通の要所であることか

ら、飲食店やサービス業の店舗が集積し、現在で

も、空き店舗が出ても即出店が決まる状況だ。 

これまで商店街は、高齢者支援のための「あさ

ぶ応援団」をはじめ、地域の方々に街を楽しんで

もらうため、周辺の農家や商店、団体などが集う

「あさぶおすそわけマーケット」を開催するなど、

日ごろから地域に根ざした活動を展開。また、 

Ｆａｃｅｂｏｏｋページも起ち上げ、タイムリ

ーな情報を発信し続けている。 

 

■ 藤女子大等とのコラボによる 

麻生キッチンりあんをオープン 

 「りあん」オープンのきっかけは、藤女子大学

生達の「子どもの居場所づくり」を進めたいとい

うアイデア。平成２５年８月に、札幌市の補助金

を活用し、麻生商店街と藤女子大が連携して空き

店舗にコミュニティカフェ「藤麻人（トマント」

をオープンさせた。 

以前から、ひとり親家庭の子ども達の学習支援     

  

 

活動をＮＰＯ法人「カコタム」が行ってきていた

が、この活動に参加していた学生達が商店街と連

携して、これを発展させることとなった。 

「りあん」は店舗の総称。商店街が店舗を借り

受け、藤女子大をはじめ各団体が使用料を支払っ

て個々に事業を運営する方法だ。 

昼は「藤麻人」をはじめ、４団体がワンデーシ

ェフ方式により日替わりで運営。夜は、「カコタ

ム」の学習支援や「バスまちコーヒーぱすとらる」

などに利用されている。 

他の空いている時間は、商店街主催の「まちの

教室」（街ゼミ）や「お仕事Ｂａｒ」などが連日

開催され、利用者は地域の子ども達をはじめ高齢

者、主婦、勤め人と実に幅広い。 

 ■ 食の楽しさ、大切さを伝えたい
 藤女子大の「藤麻人」は月、火曜日に開店。カ

コタムは水曜日の夜と土曜日の昼に活動を行っ

ており、学生達とＮＰＯが連携して、学習支援と

食育活動を行っている。その狙いは、みんなで「い

ただきます」をする、一緒に食べる（共食）機会

を増やす、そして「食の楽しさ、大切さ」を伝え

ていくことだ。 

また、「りあん」は今春からリニューアル移転を

計画している。いつまでも地域で愛される「麻生

キッチンりあん」に期待したい。 

７．麻生キッチンりあん   （札幌市北区・麻生商店街振興組合等） 
 ～ 藤女子大学生等とのコラボレーションによる学習支援・食育活動の展開 ～ 

照会先    ■麻生商店街振興組合（Tel 011-707-9923） 

（運営主体等）   札幌市北区麻生町６丁目１４－６  Ｆａｃｅｂｏｏｋ「あさぶ商店街」 

        ■藤女子大学人間生活学部食物栄養学科（0133-74-7609）  

石狩市花川南４条５丁目  Ｆａｃｅｂｏｏｋ「へるすたでぃ＊藤麻人」 

食育の様子

子ども達の夕食の様子 
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■ 札幌でいちばん住みやすいまちへ 
 「ハツキタ商店街」と言えば、道内初の「アト

ム通貨」を始め、子育て世代交流カフェ「ハツキ

タ茶屋ぎんなん通り」や「ハツキタくらしの安全

窓口」の設置など、道内商店街のトップランナー

として走ってきた。 

近くには工業団地があり、昔から飲食店を中心

に店舗が並び、昭和４６年に前身である発寒北商

工振興会が設立された。現在の商店街振興組合と

して法人化したのは、昭和５２年と、比較的新し

い商店街だ。「さっぽろで一番住みやすいまちへ」

を合い言葉に、地域コミュニティの担い手となる

べく先進的な活動を展開してきている。   

 

■ コミュニティ施設「にこぴあ」の誕生 

 これまで商店街では、「ハツキタくらし安全窓

口」など地域住民との交流を大事にした活動を行

ってきたが、平成２５年に店舗跡地に国の補助事

業を利用して、デイ・サービス機能等を持ったコ

ミュニティ施設「にこぴあ」をオープンさせた。

平成 27年には、上記の子育て世代が利用する「ハ

ツキタ茶屋ぎんなん通り」もこの施設に移設し、

併設された高齢者住宅の入居者に対して、配食サ

ービスも行っている。また、地元小学校との連携

による「ボクマチスクール」もこの施設を活用。 

 

 

まさしく、子どもから子育て世代、高齢者といっ

た幅広い世代が利用する世代間交流施設として

機能している。 

ほかにも、組合が入居しているビルの空き店舗

を利用してチャレンジショップ「ハツキタ mini

マルシェ」を展開。ヒアリング時は 2店舗だが、

近々すべてが埋まる予定とのこと。このように、

商店街はこれまでの活動が功を奏して、知名度が

上がり、新規出店者も増え、現に、平成２２年に

６８名だった組合員が平成２７年には驚くこと

に 102名にも増加している。 

 

■ 地域に根付いた「ハツキタくらしの 

安全窓口」 

平成２４年にスタートした「ハツキタくらしの

安全窓口」は、暮らしに関する相談窓口を組合に

一本化したもの。組合がトータルコーディネイト

しながら、これらの相談ひとつひとつを、参加す

る企業に振り分けて対応していくというシステ

ムで、参加企業は２１社。家の修理・リフォーム

から自動車、司法書士と対応できる内容は実に幅

広い。４年目を迎え、認知度も高まり、実績も伸

びてきている。 

このように、ハツキタ商店街は、子どもから高

齢者まで、安心して暮らせる「住みやすいまち」

づくりに向け、着実に歩みを進めている。 

８．コミュニティ施設「にこぴあ」 （札幌市西区・発寒北商店街振興組合） 
～ 子どもから子育て世代、高齢者などが利用する世代間交流施設の誕生 ～ 

 

照会先     ■発寒北商店街振興組合（Tel 011-663-8541） 

（運営主体等）   札幌市西区発寒１２条３丁目４−１３ 

ＨＰ（http://hatsukita.jp） 

ハツキタ茶屋ぎんなん通り 

http://hatsukita.jp/
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■ 地域とのつながりを大事に 

 明治１５年の「晩成社」開拓団入植発祥の地に

隣接し、帯広の歴史とともに歩んできた商店街

も、近隣に相次ぐ大型商業施設の進出や周辺地区

の人口減少・高齢化も相まって、廃業による空き

店舗が増加し、商店主達も危機感を感じていた。 

 平成 22年に住民及び来街者を対象としたニー

ズ調査を実施したところ、高齢者が日々の生活サ

ポートを商店街に求めていること、気軽に立ち寄

れる飲食店などのニーズが高いこともあり、スイ

ーツを核とした商店街のブランド化とともに、高

齢化社会に対応した商店街づくりを目指す必要

があると分析した。 

また、近隣の市立障がい者支援センター開設を

契機に、障がい者支援団体との結びつきを強化す

るとともに、平成２３年４月に道内で初めて国の

地域商業活性化法の認定を受け、空き店舗を活用

した、地域の食の発信や高齢者・障がい者の就労

を支援する施設を開設した。 

併せて、自主財源確保のため、「株式会社でん

しん」を設立し、駐車場の管理運営をはじめ障が

い者向け住宅建設及び運営等の事業を実施し、収

益を商店街活性化事業に拠出する仕組みを作り

上げていった。 

 

 

 

■ 着実な空き店舗対策 

◯「コミュニティショップミナミナ」リニューア 

ル（H23.9） 

 地域のニーズに応えてコミュニティスペース

を充実。日替わりランチ提供。ごぼう茶販売。 

◯クッキーハウスぶどうの木（H23.12）  

 育児中の主婦をターゲットとした「子ども広

場」等設置。商店街発のスイーツ新商品の開発

及び販売や商店街情報を発信。 

◯総菜・ごはん屋 でんしん（H24.8） 

 高齢者の交流拠点。安心安全居酒屋。地域住民

が気軽に利用できる１００円総菜販売が好評。 

◯産学官連携チャレンジショップ（H27.3） 

 地元短期大学とも連携し、経営体験の場の提供

や人材教育支援・次世代の商店街を担う後継者

育成を目的として実施。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域に愛される商店街を目指して 

 商店街の地域の担い手としての役割が増して

いることから、子育て・高齢者・若者支援などを

通じて、安心できる暮らしを支え、生きがいのあ

る環境の整備が重要と考え、商店街・ＮＰＯ法人・

大学・ボランティア団体とも連携し、古民家をサ

ロンとした地域コミュニティ拠点を整備中。 

高橋専務は「今後とも、空き店舗解消に向けた取

り組みを続けていきたい」 と力強く語った。 

９．高齢者・障がい者と協働・共生する商店街づくり 

（帯広市・帯広電信通り商店街振興組合) 

照会先    ■帯広電信通り商店街振興組合 

（運営主体等）   帯広市東４条南６丁目６番地（０１５５－２３－５９９１） 

          HP（http://www.denshindoori.com/） 

商店街のシンボルタワー 
クッキーハウスぶどうの木のみなさん 

http://www./
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■ 新しい商店街振興組合の誕生 

 堺町通りは、かつて、石造りや煉瓦づくりの建

物が立ち並ぶ問屋街だった。いまでは、小樽運河

ブームに乗り、道内・道外客、外国人客を問わず、

小樽市内で最も観光客が行き交うストリートに

変身。当時を思わせる趣のある建物に、ガラス工

芸、オルゴール、スウィーツ、そして魚介類など

の特産品がマッチしたことで、多くの観光客を呼

び込んでいる。 

 観光関連施設がないところに、自然発生的に店

舗が張り付いたため、環境整備や冬道対策などの

課題に対して後手を踏んでいたことから、平成 

２４年に若手経営者が中心となり、「小樽のおも

てなし」ができるような商店街を目指して組合が

結成された。 

 

■ 観光案内所で観光客をおもてなし 

  

平成２６年３月

に、メルヘン交

差点の一角の空

き地に観光案内

所がオープン。

英語、韓国語も

対応できるスタ

ッフを常駐し、

３人体制で毎

日、対応してく

れる。ここを訪

れる人の６割弱

は日本人で、残

り４割以上が外国人。外国人の中では、中国や東

南アジアの人が多いという。 

問い合わせも色々で、「どこを見れば良いか」

「両替所はどこにあるか」「おいしい食べ物は」 

 

などと様々だ。また、小樽のことだけではなく、

札幌や北海道全体のことも聞かれることも。この

ため、日夜、情報収集と勉強は欠かせないという。 

 

 

■ おもてなしと誰もが楽しめる商店街へ 

森川理事長は、「小樽観光をしっかりと支える

ことができる環境整備を行い、訪れる皆様に対し

『小樽のおもてなし』が出来るよう取組んで、『誰

もが楽しめる商店街』であることを全国、海外に

発信・ＰＲしていきたい」と語る。 

これまで横のつながりのなかった商店街が、組

合設立を契機に、観光案内所設置をはじめ毎月行

う清掃活動、「堺町イケメン図鑑」「ゆかたコンテ

スト」などの事業を通して一体感が強くなり、商

店街に対する意識改革に繋がったという。 

清掃活動などにより、ゴミは格段に減少し、排

雪対策などの自主的な取組が進み、環境整備の面

で大きな成果が表れている。 

また、外国人観光客の利便性向上には、Wi-Fiの

整備が必要であるが、現在は案内所周辺しか整備

されていない。街区すべてで対応できる環境にし

たいとの思いはあるものの、設置費やランニング

コストの面で課題となっている。 

10．小樽堺町通り観光案内所  （小樽市・小樽堺町通り商店街振興組合) 
 ～「小樽のおもてなし」が出来るよう商店街に観光案内所をオープン～ 

 

照会先    ■小樽堺町通り商店街振興組合 

（運営主体等）   小樽市堺町６－１１ 大正硝子館堺街店２階 

          ＴＥＬ 01３４-２７-１１３３ 

          ＨＰ（http://www.nakajima-s.com/） 

http://www.nakajima-s.com/
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■ 取組の背景 

 商圏人口の減少に加えて高規格道路の延伸な

どにより、旭川や札幌へのアクセスが容易になっ

たことから近郊都市への消費流出が続いている。 

スポーツ店は特に厳しく、以前は市内に６店舗あ

ったが、現在は１店舗のみとなっている。 

 

 

■ 核店舗の閉店から「るもいプラザ」へ 

 るもいプラザは、旧ラルズ閉店後、商店街の賑

わい創出を目的に、国の補助金を活用し、１階を

改築し運営している。１階のうち 1/2 程度のス

ペースに複数の店舗が入居し、残り 1/2 程度を

市が借り上げ、チャレンジショップを設置してい

るほか、市の借り上げ分の 1/2 程度に休憩やイ

ベントスペースを設置しており、イベントの効果

もあり、子供からお年寄りまで多世代に使用され

ている。運営は留萌市商店街振興組合連合会が担

っている。 

                      

チャレンジショップでは、市街地で扱う商店が

なくなったことで入手が困難となった高齢者向 

 

 

 

 

けの肌着などの衣料品を扱うグループが出店し、 

高齢者等の買い物の利便性を確保するとともに、

高齢者の交流の場となっている。 

 なお、市内では、るもいプラザ以外の商店街空

き店舗を活用したチャレンジショップなどへの

出店も見られ、関西の企業が総菜・弁当店を出店

している。 

 

 

■ 今後の展開 

これまでのイベントなど集客活動の展開によ

って、るもいプラザの認知度が向上し、学校帰り

の生徒も立ち寄るようになるなど、若者も含めた

コミュニティの場が形成されつつあることから、

今後も積極的にアクションを起こしていく予定

である。 

なお、平成２７年度は、道の補助金を活用し、

商店街の交通量調査を行うとともに、大学生によ

る外から見た留萌を再発見する事業も行ってお

り、今後の商店街の活性化につなげていく考え。 

11．「るもいプラザ」    （留萌市・留萌市商店街振興組合連合会） 

～ 賑わい創出を目指して複数店舗の誘致、チャレンジショップの設置 ～ 

 

照会先     ■留萌市商店街振興組合連合会 

（運営主体等）    留萌市錦町３丁目１番５号 

           ＴＥＬ 0164-43-5911 

           HP（http://rumoistg.digi2.jp/newpage1.html） 

） 

るもいプラザ 

休憩・イベントスペース 

http://rumoistg.digi2.jp/newpage1.html
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■ 利尻島最古の建物 

 利尻町沓形商店街の一角に島の駅「海藻の里・

利尻」がある。旧海産物問屋を利用したこの建物

は、現存する利尻島最古の建物。 

島の駅を運営するのは、ＮＰＯ法人利尻ふる

里・島づくりセンター。同センターは、地域資源

の蘇生によるまちづくりをコンセプトに活動を

展開しており、歴史的建造物の資源蘇生という観

点からこの建物を島の駅として活用することに

なった。 

 

■ 「海藻おしば（押し葉）」づくりが体験

できる 

 利尻海藻おしばとは、利尻島に存在する食用に

ならない雑海藻を利用し、押し花技術を取り入れ

たアート。 

島の駅では、こうした海藻おしばづくりが体験

できる。併せて、作品ギャラリーや海藻おしば関

連商品の販売、カフェスペースなどの機能も備え

ている。また、中庭にある石蔵では油絵や詩人の

作品展示を行っているほか、地域住民や音楽愛好

グループと連携してミニライブコンサートなど

も開催している。 

 

６月から９月の最盛期には、３日に１回のペー

スで体験ツアーが訪れるという。年間の来場者は 

約 4,000 人、夏休みは親子・家族連れが、体験

ツアー客は高齢者、個人客は若者が多い。 

 

■地域との連携を強め、全国に発信 

同センターでは、海藻おしばコンクールを平成

１６年に実施した。こうしたコンクールは全国初

の試みで、第１回から１０年目となる平成２７年、

第２回目のコンクールを実施し、海藻おしばのす

ばらしさを全国に発信している。 

 

同センターの小坂理事代表は、「今年から通年

営業としたため、今後は冬のイベントを増やし、

利用客の増加を図ることとし、イベント開催にあ

たっては、地元学生との連携を強めていきたい。

併せて、今回のコンクールで試みた商店街の空き

店舗を展示会場にしたように、今後もこうした空

き店舗を島の駅で行っているギャラリーなどの

常設の展示場所として活用していきたい。また、

将来的には、利尻昆布をはじめとする、利尻が有

する様々な地域資源の魅力を島の駅や商店街で

表現していければ」と抱負を語っていた。 

12．利尻 島の駅「海藻の里・利尻」 

          （利尻町・NPO法人利尻ふる里・島づくりセンター） 
～ 利尻島が有している地域資源の魅力発信 ～ 

 

 

照会先    ■ＮＰＯ法人 利尻ふる里・島づくりセンター 

（運営主体等）   利尻郡利尻町沓形字本町（01６３-８４-２５１４） 

          HP（http://www.rishirishimanoeki.blog28.fc2.com） 

道の駅「海藻の里・利尻」 
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■ 街がなくなる危機感から「ぷらっと。 

てついち」をオープン 

 輪西商店街は新日鉄住金室蘭製鉄所の真向か

いにあり、まさに製鉄所とともに歩んできた歴史

ある商店街。しかしながら、周辺人口の減少とも

に、商店数も減少し、このままでは街がなくなっ

てしまうとの危機感から、平成９年に町内会、商

店街、企業等などで構成する「輪西地区活性化推

進協議会」を設立。 

翌年、「子に孫に残したい輪西の将来像」を策

定し、この計画に基づき、平成１３年、複合商業

施設「ぷらっと。てついち」をオープン。また、

翌平成１４年には隣接して市民会館が移転オー

プンした。 

■ 市民参加のまちづくり 

「てついち」の中には、商業施設のほか、オー

プン当初から子育て支援「ワニワニクラブ」が開

設されており、地域ボランティアの方々による育

児相談など、日ごろから母子との交流が盛ん。さ

らには、隣接する市民会館に図書室もあり、老人

向けの催しが頻繁に行われるなど、自然と人々が

集まり交流できる仕組みが出来上がっている。こ

の市民会館を動かしているのは、住民や商店街、

企業などでつくるNPＯ運営委員会だ。 

 

■ 鉄の街にテクノアゴラ出現 

 こんな中、室蘭工業大学は、平成２６年９月に

商店街にあった空き店舗を利用して、サテライト

キャンパス「テクノアゴラ」を開設。施設は、「地

域貢献や、現在進めている COC構想（知（地）

の拠点）の一貫として、テクノカフェや、ものづ

くり教室の開催、公開講座の実施など、地域住民

や商店街の協力を得て学生が地域に出て活動を

行う拠点（ひろば）とする」ことを目的に開設さ

れた。 

施設内には、ステンレスで作られた全長３メー

トルの恐竜の骨格模型や巨大ジンギスカン鍋な

どが展示されているほか、これまで、学会や共同

研究の打ち合わせ会場としての利用や市民講座、

子供向けのものづくり教室などが開催されてい

る。 

土田理事長は、「商店街は、この地域で買い物

弱者をつくらない、安心して遊べる、住みよい街

づくりを目指している」と断言する。 

また、平成２７年６月と１２月には、製鉄所と

協力企業の独身寮２棟が完成し、独身者約４００

人の入居が始まって、若い人たちが増え、新しい

「鉄のまち」として、より一層活性化することが

期待されている。 

13．「ぷらっと。てついち」＆「テクノアゴラ」（室蘭市・輪西商店街振興組合等） 
～ 市民参加のまちづくりを目ざし、鉄のまちに複合商業施設、 

室蘭工業大学サテライトキャンパスを実現 ～ 

照会先    ■輪西商店街振興組合（01４３-４３-５８４６） 

（運営主体等）   室蘭市輪西町２丁目５番１号ぷらっと。てついち内 

        ■室蘭工業大学ものづくり基盤センター（01４３-４6-５971）  

                   室蘭市水元町２７－１ 

ものづくり教室の様子 
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■ 商店街再生に向けて 

  人口減少などによる経営難で商店街の商店数

は年々減少、空き店舗の増加や後継者不在の高齢

経営者も多い。とりわけ食料品店は平成１４年の

７店舗から２店舗へと大幅に減少し、生活を支え

る、本来の商店街機能を十分果たせない状況に至

っていた。 

平成２５年に国の補助金を活用し、空き店舗 

を活用したコミュニティ施設「つどえーる」を開

設し、地元野菜や物産品の販売、キッズスペース

の設置など１ヶ月にわたる実験事業を実施した

ところ、期間中の入場者は 1.800 人にのぼり、

賑わい創出の効果が実証されるとともに、通年実

施への要望が相次いだ。また、同時期に住民ニー

ズを把握するためのアンケート調査により、薬局

が必要、若者が集まれる場所や気軽に休める場所

がほしいとの要望が多く寄せられた。 

 これらを踏まえ、商工会自らが運営主体となり、

国の補助や町の支援を受け、「不足業種を誘致」し、

「町民に安心安全な生活環境を与え、誰もが気軽

に休めるコミュニティの場」をコンセプトとした、

複合施設「ぷらっと」を平成２７年７月にオープ

ンさせることとなった。 

 

 

 

 

■ 不足業種誘致、町外からの出店者で活気 

 １階には要望の多かった薬局、整骨院、２階に

居酒屋、寿司屋の４店舗がテナントとして入居。

１階の共用部分は商工会が運営するコミュニテ

ィカフェで休憩所・情報コーナー・キッズスペー

ス、レンタルボックス、地元産品販売所を設置。 

 コミュニティカフェで定期的に行われるワン

デイシェフは、連日好評で多くの賑わいを創出し

ているほか、整骨院においても当初想定以上の利

用があり、急遽、予約制にしたほどだ。 

 また、薬局、寿司屋、整骨院の経営者は、町外

からの移住者であり、いずれも 30～40 代の若

年者で家族や従業員を含めると、１０人もの人口

増となった。 

   

 

■ 地域に愛される施設を目指して 

 「駐車場で地元のとれた野菜を販売したい」「Ｓ

ＮＳでワンデイシェフ等の情報を発信していき

たい」など、小野経営指導員は今後を見据えたア

イデアをもっている。 

 また、将来的には、買い物バスを走らせ、遠く

から高齢者等を呼び込む、買い物弱者支援の取組

も検討していく予定。 

14．「コミュニティプラザ☆ぷらっと」  （陸別町・陸別町商工会） 
 ～安全・安心な生活環境づくりのため、不足業種を補完した複合施設をオープン～ 

照会先     ■陸別町商工会 

（運営主体等）    陸別町字陸別原野基地 69番地１ 

           ＴＥＬ 0156-27-3161 

           HP（http://www.shibare.or.jp/） 

コミュニティカフェ 

http://www.shibare.or.jp/
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■ コミュニティカフェの開設 

 釧路市の中心部に位置する「北大通」の周辺は

元々金融機関が多く立地し、最近はビジネスホテ

ルの建設も進んでいるが、商店は少ないエリアで

ある。道内他地域と同様、商店数が年々減少して

おり、若手経営者を中心に商店街の活性化につい

て検討したところ、買い物客や観光客が気軽に集

え、観光案内や商店街の情報を発信する機能を有

する場所が必要との結論に至り、空き店舗を活用

した「釧路まちなかコンシェルジュくるる」を開

設することとなった。 

  

■ 地域のニーズに対応し成長 

 「くるる」の開設に当たっては、国の「地域商

店街活性化法」に基づく「商店街活性化事業計画」

を策定し、認定を受けたことから、当初は国の補

助制度を活用して運営していた。 

当初、「まちなか案内」と「レンタサイクル」

という事業から取り組んでいたこともあり、観光

客の利用が中心であったが、事業を進めていく中

で、前述のとおり、周辺に金融機関が多く、自ず

とランチへのニーズは高いものの、提供する店舗

が少ないことが判明したことから、このニーズへ

の対応及び収益の獲得を目的として、当初の事業

から、食事の提供へと事業を見直すこととなっ

た。 

 

メニューについては、折角提供するのであれば

「おいしい」物を、さらに、食材は釧路市近郊若

しくは道産の物にしようということになり、 

「くしろ定食」など、地元産品にだわったメニュ

ーを提供している。また、長きに渡って営業して

いた近隣の珈琲店が閉店することとなったが、そ

のままではもったいないということで、機材はも

とより、その技術も承継したことで、閉店を残念

がっていた常連客も「くるる」に来店するように

なっている。 

 

■ 今後の課題 

当初想定していたよりランチへのニーズが高

かったことから、席数を増やすなどして対応して

いるものの、飲食の提供に職員が忙殺されており、

現在はレンタサイクル事業を休止し、カフェ事業

が中心となっている。 

組合としては、カフェ以外の事業も積極的に展

開していきたいという思いはあるものの、現在の

体制ではカフェへの対応で手一杯であるととも

に、平成２７年度からは、自主事業へ移行したこ

ともあり、資金的にも余裕が無いため、カフェと

して採算ベースに乗せ、集える場所としての更な

る機能の拡大が今後の課題。 

 

15．「釧路まちなかコンシェルジュくるる」 

（釧路市・くしろ北大通商店街振興組合】 
 ～ 地元産品にこだわったメニューを提供するコミュニティカフェ ～ 

照会先    ■まちなかコンシェルジュ くるる 

（運営主体等）   釧路市北大通９丁目１ 

          ＴＥＬ 01５４-６５-９６１４ 



 

 

 
 

                                             

北海道経済部地域経済局 中小企業課商業グループ ☎ 011-204-5341 

空知総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0126-20-0061 

石狩振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 011-204-5828 

渡島総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0138-47-9459 

檜山振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0139-52-6641 

後志総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0136-23-1363 

上川総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0166-46-5943 

留萌振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0164-42-8441 

宗谷総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0162-33-2925 

オホーツク総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0152-41-0636 

胆振総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0143-24-9589 

日高振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0146-22-9282 

十勝総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0155-26-9047 

釧路総合振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0154-43-9182 

根室振興局 経済部商工労働観光課 ☎ 0153-24-5619 

   

北海道商店街振興組合連合会  ☎ 011-222-4933  

お問い合わせ先 
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